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予防接種推進専門協議会 

 

現在、全国的に百日咳の流行が拡大しており、乳児を中心に死亡例を含む重症例が報告さ

れています。更に薬剤耐性の問題もあり、有効な治療手段が限られる中、各学会から、百日せ

き含有ワクチンの接種を改めて推奨する提言がなされています 1,2,3。 

小児に対しては、定期接種である生後 2か月からの 5種混合ワクチン（DPT-IPV/Hib）に加

え、就学前児への三種混合ワクチン（DPT）の追加接種や、11～12歳児に対する二種混合ワ

クチン（DT）接種の代替としての DPT任意接種が推奨されています。さらに、妊婦に対する

DPT接種は、移行抗体により生後 2か月未満の乳児を百日咳から守る有効な手段として、紹

介されています。 

こうした状況を受け、DPTの接種希望者が急増し、2025年 4月以降の需要は平時の約 5倍

に達し、供給量を大幅に上回る状況となっています。製薬メーカーによる供給は、従来の需要

に見合った水準を維持しているものの、急速な増産は困難であり、2025年 5月より限定出荷

の措置が講じられています 4。 

このような DPTの供給が制限されている中では、重症化リスクの高い早期乳児への感染を防

ぐための接種を最優先とし、次いで乳児と頻回に接触する感受性者への接種を優先する必要

があります。 

つきましては、当協議会として以下の対応を推奨いたします。 

1. 定期接種対象である乳児に対して、生後 2か月から遅滞なく 5種混合ワクチンを確実

に接種すること。 

2. 妊婦が DPT接種を希望する場合には、地域内での供給調整を図ること。 

3. 就学前の幼児、学童、医療関係者等への DPT追加接種については、新生児や早期

乳児との接触頻度の高い者を優先対象とし、地域の供給状況を踏まえて段階的に実

施を検討すること。 

限られたワクチンを、最も守るべき対象に確実に届けるため、関係各位におかれましては、引



き続き柔軟かつ適切な対応をお願い申し上げます。 
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